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(57)【要約】
　デジタル放送判定部１２２が、再生処理ユニット１４
０Ａからレベル検出結果として報告されるアナログ放送
の再生に適した帯域幅である広帯域で抽出した信号の信
号レベル値ＶW、及び、ＩＢＯＣ方式の場合にはデジタ
ル放送成分もアナログ放送成分も存在しない可能性のあ
るΔＦ程度の狭い帯域幅で抽出した信号レベル値ＶNを
、選択するチャンネルを順次変えながら収集する。そし
て、デジタル放送判定部１２２は、信号レベル値ＶW，
ＶNのみに基づいて、連続する３つのチャンネルについ
て、第１隣接チャンネル条件、中心チャンネル条件及び
第２隣接チャンネル条件を満たしているか否かを順次判
断することにより、ハイブリッド放送が行われているチ
ャンネルをサーチする。このため、ＩＢＯＣ方式のラジ
オ放送の受信に際して、迅速にデジタル放送が含まれて
いるか否かを判断することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　選局指令に従って、信号源からの信号における前記選局指令に対応する周波数帯の信号
を、所定周波数が中心周波数となっている中間周波数帯の信号である中間周波信号に変換
するチューナ手段と；
　前記所定周波数が、振幅変調方式のアナログラジオ放送波の搬送波の周波数に対応する
場合に、前記所定周波数を中心周波数とし、前記アナログラジオ放送波から放送内容を再
生するために適切な第１周波数帯の信号を、前記中間周波信号の中から選択して通過させ
る第１フィルタ手段と；
　前記所定周波数を中心周波数とし、前記第１周波数帯よりも帯域幅が狭い第２周波数帯
の信号を、前記中間周波信号の中から選択して通過させる第２フィルタ手段と；
　前記第１フィルタ手段を通過した信号のパワーレベルである第１パワーレベルを検出す
る第１検出手段と；
　前記第２フィルタ手段を通過した信号のパワーレベルである第２パワーレベルを検出す
る第２検出手段と；
　前記選局指令を前記チューナ手段へ向けて発行する選局制御手段と；
　特定チャンネルを指定した選局指令に対応して得られた前記第１パワーレベル及び前記
第２パワーレベルと、前記特定チャンネルの隣接チャンネルの少なくとも１つを指定した
選局指令に対応して得られた前記第１パワーレベル及び前記第２パワーレベルとに基づい
て、前記特定チャンネルの中心周波数を中心周波数とするインバンド・オンチャンネル方
式でデジタルラジオ放送が行われているか否かを判定する判定手段と；
　を備えることを特徴とする放送受信装置。
【請求項２】
　前記選局指令により前記特定チャンネルが指定された場合において、前記第１パワーレ
ベルが第１所定パワーレベル以上であるとともに、前記第２パワーレベルが第２所定パワ
ーレベル以上であるという第１条件と、前記選局指令により前記隣接チャンネルの一方が
指定された場合において、前記第１パワーレベルが第３所定パワーレベル以上であるとと
もに、前記第２パワーレベルの前記第１パワーレベルに対する割合が所定値以下であると
いう第２条件とを含む判定条件を満たす場合に、前記判定手段は、前記特定チャンネルの
中心周波数を中心周波数とするインバンド・オンチャンネル方式でデジタルラジオ放送が
行われていると判定する、ことを特徴とする請求項１に記載の放送受信装置。
【請求項３】
　前記判定条件には、前記選局指令により前記隣接チャンネルの他方が指定された場合に
おいて、前記第１パワーレベルが第３所定パワーレベル以上であるとともに、前記第２パ
ワーレベルの前記第１パワーレベルに対する割合が所定値以下であるという第３条件が更
に含まれる、ことを特徴とする請求項２に記載の放送受信装置。
【請求項４】
　前記中間周波信号を、切換指令に従って、前記第１フィルタ手段及び前記第２フィルタ
手段のいずれかに供給するスイッチ手段を更に備え、
　前記判定手段は、前記切換指令を前記スイッチ手段へ向けて発行する、
　ことを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の放送受信装置。
【請求項５】
　所定周波数間隔で配置されることが定められている複数のラジオ放送チャンネルについ
て、周波数順に前記選局指令を発行するように前記選局制御手段を制御するデジタル放送
スキャン手段を更に備える、ことを特徴とする請求項１～４のいずれか一項に記載の放送
受信装置。
【請求項６】
　選局指令に従って、信号源からの信号における前記選局指令に対応する周波数帯の信号
を、所定周波数が中心周波数となっている中間周波数帯の信号である中間周波信号に変換
する選局工程と；
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　前記所定周波数が振幅変調方式のアナログラジオ放送波の搬送波の周波数に対応する場
合に、前記所定周波数を中心周波数として、前記アナログラジオ放送波から放送内容を再
生するために適切な第１周波数帯の信号を前記中間周波信号の中から抽出し、抽出された
信号のパワーレベルを検出する第１検出工程と；
　前記所定周波数を中心周波数として、前記第１周波数帯よりも帯域幅が狭い第２周波数
帯の信号を、前記中間周波信号の中から抽出し、抽出された信号のパワーレベルを検出す
る第２検出工程と；
　前記選局指令において特定チャンネルが指定された場合の前記第１検出工程における検
出結果及び第２検出工程における検出結果、並びに前記選局指令において特定チャンネル
の隣接チャンネルの少なくとも１つが指定された場合の前記第１検出工程における検出結
果及び第２検出工程における検出結果に基づいて、前記特定チャンネルの中心周波数を中
心周波数とするインバンド・オンチャンネル方式でデジタルラジオ放送が行われているか
否かを判定する判定工程と；
　を備えることを特徴とする放送識別方法。
【請求項７】
　請求項６に記載の放送識別方法を演算手段に実行させる、ことを特徴とする放送識別プ
ログラム。
【請求項８】
　請求項７に記載の放送識別プログラムが、演算手段により読み取り可能に記録されてい
る、ことを特徴とする記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、放送受信装置、放送識別方法及び放送識別プログラム、並びに当該放送識別
プログラムが記録された記録媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、ラジオ放送波を受信して、放送内容を再生するラジオ受信装置が広く普及し
ている。こうしたラジオ放送としては、アナログ放送が伝統的に採用されてきたが、近年
においては、デジタル放送の採用が進行している。
【０００３】
　かかるデジタル放送の方式として、米国で採用されているＩＢＯＣ（In-Band On-Chann
el）方式がある。このＩＢＯＣ方式では、ハイブリッド放送を採用して、アナログ放送に
デジタル放送を追加することができる。このため、デジタル放送を利用したＨＤ（High D
efinition）ラジオ放送による音質の向上が可能となっている。ここで、ＩＢＯＣ方式の
ハイブリッド放送では、アナログ放送搬送波に隣接した両側の周波数帯域にデジタル放送
搬送波を配置するようになっている。
【０００４】
　ところで、全ての放送局がハイブリッド放送を行っている訳ではない。すなわち、ある
放送局ではハイブリッド放送が行われているが、他の放送局ではアナログ放送のみが行わ
れている。こうした場合において、振幅変調方式のラジオ放送について、ハイブリッド放
送を行っている放送局の放送周波数をオートシークする技術が提案されている（特許文献
１参照：以下、「従来例」と呼ぶ）。
【０００５】
　この従来例では、オートシークに際して、オートシーク開始周波数から始まって、所定
周波数間隔ごとの周波数が、選局周波数として、順次チューナに設定される。そして、選
局周波数が設定されるたびに、通常のアナログ放送の帯域幅の信号パワーを検出すること
により、選局周波数に対応する電波の電界強度を検出する。
【０００６】
　引き続き、電界強度の検出結果から、当該選局周波数に対応するアナログ放送又はハイ
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ブリッド放送のいずれかの放送波を受信しているか否かを判定する。この判定の結果が否
定的であった場合には、ハイブリッド放送であるか否かを判断することなく、選局周波数
を切り換える。
【０００７】
　一方、当該選局周波数に対応するアナログ放送又はハイブリッド放送のいずれかの放送
波を受信しているか否かの判定の結果が肯定的であった場合には、受信信号をデジタル解
析して、デジタル放送が含まれているか否かを判定するようになっている。この結果、選
局周波数の設定のたびに受信信号をデジタル解析して、デジタル放送が含まれているか否
かを判定する場合よりも迅速に、ハイブリッド放送のオートシークを実現している。
【０００８】
【特許文献１】特開２００５－１２５９３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　従来例の技術では、デジタル放送のオートシークに際して、電界強度の検出結果から、
当該選局周波数に対応するアナログ放送又はハイブリッド放送のいずれかの放送波を受信
しているか否かの判定の結果が否定的であった場合には、受信信号のデジタル解析を行わ
ずに済むので、迅速に選局周波数を切り換えることができる。しかしながら、当該判定の
結果が肯定的であった場合には、１ｓｅｃ弱程度の時間を要する受信信号のデジタル解析
を行うことが必要であった。
【００１０】
　このため、当該判定の結果が肯定的であった場合であっても、より迅速にＩＢＯＣ方式
によるデジタル放送が含まれているか否かを判断できる技術が待望されている。かかる要
望に応えることが、本発明が解決すべき課題の１つに挙げられる。
【００１１】
　本発明は、上記の事情を鑑みてなされたものであり、ＩＢＯＣ方式のラジオ放送の受信
に際して、迅速にデジタル放送が含まれているか否かを判断できる放送受信装置及び放送
識別方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明は、第１の観点からすると、選局指令に従って、信号源からの信号における前記
選局指令に対応する周波数帯の信号を、所定周波数が中心周波数となっている中間周波数
帯の信号である中間周波信号に変換するチューナ手段と；前記所定周波数が、振幅変調方
式のアナログラジオ放送波の搬送波の周波数に対応する場合に、前記所定周波数を中心周
波数とし、前記アナログラジオ放送波から放送内容を再生するために適切な第１周波数帯
の信号を、前記中間周波信号の中から選択して通過させる第１フィルタ手段と；前記所定
周波数を中心周波数とし、前記第１周波数帯よりも帯域幅が狭い第２周波数帯の信号を、
前記中間周波信号の中から選択して通過させる第２フィルタ手段と；前記第１フィルタ手
段を通過した信号のパワーレベルである第１パワーレベルを検出する第１検出手段と；
　前記第２フィルタ手段を通過した信号のパワーレベルである第２パワーレベルを検出す
る第２検出手段と；前記選局指令を前記チューナ手段へ向けて発行する選局制御手段と；
特定チャンネルを指定した選局指令に対応して得られた前記第１パワーレベル及び前記第
２パワーレベルと、前記特定チャンネルの隣接チャンネルの少なくとも１つを指定した選
局指令に対応して得られた前記第１パワーレベル及び前記第２パワーレベルとに基づいて
、前記特定チャンネルの中心周波数を中心周波数とするインバンド・オンチャンネル方式
でデジタルラジオ放送が行われているか否かを判定する判定手段と；を備えることを特徴
とする放送受信装置である。
【００１３】
　本発明は、第２の観点からすると、選局指令に従って、信号源からの信号における前記
選局指令に対応する周波数帯の信号を、所定周波数が中心周波数となっている中間周波数
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帯の信号である中間周波信号に変換する選局工程と；前記所定周波数が振幅変調方式のア
ナログラジオ放送波の搬送波の周波数に対応する場合に、前記所定周波数を中心周波数と
して、前記アナログラジオ放送波から放送内容を再生するために適切な第１周波数帯の信
号を前記中間周波信号の中から抽出し、抽出された信号のパワーレベルを検出する第１検
出工程と；前記所定周波数を中心周波数として、前記第１周波数帯よりも帯域幅が狭い第
２周波数帯の信号を、前記中間周波信号の中から抽出し、抽出された信号のパワーレベル
を検出する第２検出工程と；前記選局指令において特定チャンネルが指定された場合の前
記第１検出工程における検出結果及び第２検出工程における検出結果、並びに前記選局指
令において特定チャンネルの隣接チャンネルの少なくとも１つが指定された場合の前記第
１検出工程における検出結果及び第２検出工程における検出結果に基づいて、前記特定チ
ャンネルの中心周波数を中心周波数とするインバンド・オンチャンネル方式でデジタルラ
ジオ放送が行われているか否かを判定する判定工程と；を備えることを特徴とする放送識
別方法である。
【００１４】
　本発明は、第３の観点からすると、本発明の放送識別方法を演算手段に実行させる、こ
とを特徴とする放送識別プログラムである。
【００１５】
　本発明は、第４の観点からすると、本発明の放送識別プログラムが、演算手段により読
み取り可能に記録されている、ことを特徴とする記録媒体である。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の第１実施形態に係る放送受信装置の構成を概略的に示すブロック図であ
る。
【図２Ａ】図１の装置で想定する放送波の周波数分布を説明するための図（その１）であ
る。
【図２Ｂ】図１の装置で想定する放送波の周波数分布を説明するための図（その２）であ
る。
【図３】図１のチューナユニットの構成を示すブロック図である。
【図４】図１の再生処理ユニットの構成を示すブロック図である。
【図５】図４のアナログ放送処理部の構成を示すブロック図である。
【図６】図４のデジタル放送処理部の構成を示すブロック図である。
【図７】図１の制御ユニットの構成を示すブロック図である。
【図８】図１の装置によるハイブリッド放送のシーク処理を説明するためのフローチャー
トである。
【図９】図８の第１隣接チャンネル条件の判定処理を説明するためのフローチャートであ
る。
【図１０】図８の次のチャンネルの選局処理を説明するためのフローチャートである。
【図１１】図８の中心チャンネルの条件判定処理を説明するためのフローチャートである
。
【図１２】図８の第２隣接チャンネル条件の判定処理を説明するためのフローチャートで
ある。
【図１３】図１の装置によるハイブリッド放送の全範囲スキャン処理を説明するためのフ
ローチャートである。
【図１４】本発明の第２実施形態に係る放送受信装置の構成を概略的に示すブロック図で
ある。
【図１５】図１４の再生処理ユニットの構成を示すブロック図である。
【図１６】図１５のアナログ放送処理部の構成を示すブロック図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施形態を、添付図面を参照して説明する。なお、以下の説明において



(6) JP WO2009/040940 A1 2009.4.2

10

20

30

40

50

は、同一又は同等の要素には同一の符号を付し、重複する説明を省略する。
【００１８】
　［第１実施形態］
　まず、本発明の第１実施形態を、図１～図１３を参照しつつ説明する。
【００１９】
　＜構成＞
　図１には、第１実施形態に係る放送受信装置１００Ａの概略的な構成がブロック図にて
示されている。なお、放送受信装置１００Ａは、ＩＢＯＣ方式の振幅変調ラジオ放送を受
信して再生することが可能な放送受信装置である。
【００２０】
　図１に示されるように、放送受信装置１００Ａは、アンテナ１１０と、制御ユニット１
２０Ａと、チューナ手段としてのチューナユニット１３０と、アナログデジタル変換器（
ＡＤＣ）１３５とを備えている。また、放送受信装置１００Ａは、再生処理ユニット１４
０Ａと、デジタルアナログ変換器（ＤＡＣ）１４５と、音量調整ユニット１５０と、パワ
ー増幅器１５５とを備えている。さらに、放送受信装置１００Ａは、スピーカ１６０と、
操作入力ユニット１７０と、表示ユニット１８０とを備えている。
【００２１】
　アンテナ１１０は、放送局から送信されている放送波を受信する。このアンテナ１１０
による受信結果は、受信信号ＲＦＳとして、チューナユニット１３０へ向けて出力される
。
【００２２】
　ここで、アンテナ１１０により受信される受信信号ＲＦＳの信号パワーの周波数分布に
ついて説明する。なお、振幅変調方式のラジオ放送に利用される物理チャンネル（以下、
単に「チャンネル」とも呼ぶ）の中心周波数ｆjは予め定められているものとする。そし
て、特定のチャンネルの中心周波数ｆjと、隣接チャンネルの中心周波数ｆj-1又はｆj+1

との周波数差（以下、「チャンネル間隔」とも呼ぶ）は、一定値Δｆであるものとする。
なお、本実施形態では、「Δｆ＝１０ｋＨｚ」であるものとして、以下の説明を行う。
【００２３】
　周波数ｆpを中心周波数とするアナログ放送及びデジタル放送の双方を含むハイブリッ
ド放送が行われている場合には、図２Ａに示されるように、アナログ放送成分ＡＢＳpは
、周波数（ｆp－５ｋＨｚ）～（ｆp＋５ｋＨｚ）の範囲に含まれている。さらに、デジタ
ル放送の上側第３成分ＤＴＵpは、周波数ｆp～（ｆp＋５ｋＨｚ）の範囲に含まれ、デジ
タル放送の下側第３成分ＤＴＬpは、周波数（ｆp－５ｋＨｚ）～ｆpの範囲に含まれてい
る。
【００２４】
　また、デジタル放送の上側第２成分ＤＳＵpは、周波数（ｆp＋５ｋＨｚ）～（ｆp＋１
０ｋＨｚ）の範囲に含まれ、デジタル放送の下側第２成分ＤＳＬpは、周波数（ｆp－１０
ｋＨｚ）～（ｆp－５ｋＨｚ）の範囲に含まれている。さらに、デジタル放送の上側第１
成分ＤＰＵpは、周波数（ｆp＋１０ｋＨｚ）～（ｆp＋１５ｋＨｚ）の範囲に含まれ、デ
ジタル放送の下側第１成分ＤＰＬpは、周波数（ｆp－１５ｋＨｚ）～（ｆp－１０ｋＨｚ
）の範囲に含まれている。
【００２５】
　すなわち、アナログ放送及びデジタル放送の双方を含むハイブリッド放送では、中心周
波数fpのチャンネルと、その上側及び下側の隣接チャンネルとの３チャンネル分の周波数
帯域が利用されるようになっている。以下、図２Ａに示されるようなハイブリッド放送に
利用される３チャンネルのうち、中心のチャンネルを「中心チャンネル」と呼び、中心チ
ャンネルに対する２つの隣接チャンネルを第１及び第２隣接チャンネルと呼ぶものとする
。
【００２６】
　なお、図２Ａに示されるように、ハイブリッド放送の場合には、デジタル放送の上側第
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２成分ＤＳＵpの周波数帯域と、上側第１成分ＤＰＵpの周波数帯域との間には、いずれの
成分も存在しない周波数幅ΔＦの周波数領域が配置されるようになっている。また、デジ
タル放送の下側第２成分ＤＳＬpの周波数帯域と、下側第１成分ＤＰＬpの周波数帯域との
間にも、いずれの成分も存在しない周波数幅ΔＦの周波数領域が配置されるようになって
いる。
【００２７】
　周波数ｆqを中心周波数とするアナログ放送のみが行われている場合には、図２Ｂに示
されるように、アナログ放送成分ＡＢＳqは、周波数（ｆq－５ｋＨｚ）～（ｆq＋５ｋＨ
ｚ）の範囲に含まれている。そして、周波数ｆq-1又は周波数ｆq+1を中心周波数とする隣
接チャンネルにおいてアナログ放送が行われている場合には、図２Ｂにおいて破線で示さ
れるような隣接チャンネルを使用したアナログ放送成分ＡＢＳq-1又はＡＢＳq+1が存在す
ることになる。一方、周波数ｆq-1又は周波数ｆq+1を中心周波数とする隣接チャンネルに
おいてアナログ放送が行われていない場合には、アナログ放送成分ＡＢＳq-1又はＡＢＳq

+1は存在しない。
【００２８】
　なお、図２Ｂにおいては図示されていないが、周波数ｆqを中心周波数とするアナログ
放送のみが行われているときには、隣接チャンネルの周波数領域に、当該隣接チャンネル
の更なる隣接チャンネルを中心周波数とするデジタル放送の信号成分が存在している場合
もある。ここで、当該チャンネルの下側の隣接チャンネル領域にデジタル放送の信号成分
が存在する場合には、周波数（ｆq－１０ｋＨｚ）～（ｆq－５ｋＨｚ）の範囲には、下側
第２成分ＤＳＵq-2が含まれ、周波数（ｆq－１５ｋＨｚ）～（ｆq－１０ｋＨｚ）の範囲
には、下側第１成分ＤＰＵq-2が含まれることになる。一方、当該チャンネルの上側の隣
接チャンネル領域にデジタル放送の信号成分が存在する場合には、周波数（ｆq＋５ｋＨ
ｚ）～（ｆq＋１０ｋＨｚ）の範囲には、上側第２成分ＤＳＬq+2が含まれ、周波数（ｆq

＋１０ｋＨｚ）～（ｆq＋１５ｋＨｚ）の範囲には、上側第１成分ＤＰＬq+2が含まれるこ
とになる。
【００２９】
　図１に戻り、制御ユニット１２０Ａは、放送受信装置１００Ａの全体の動作を制御する
。この制御ユニット１２０Ａについては、後述する。
【００３０】
　チューナユニット１３０は、制御ユニット１２０Ａからの選局指令ＣＳＬに従って選局
処理を行い、所定の中間周波数を有する選局信号ＩＦＳをＡＤＣ１３５へ向けて出力する
。このチューナユニット１３０は、図３に示されるように、入力フィルタ２１１と、高周
波増幅器（ＲＦ－ＡＭＰ：Radio Frequency-Amplifier）２１２と、バンドパスフィルタ
（以下、「ＲＦフィルタ」とも呼ぶ）２１３とを備えている。また、チューナユニット１
３０は、ミキサ（混合器）２１４と、中間周波数フィルタ（以下、「ＩＦフィルタ」とも
呼ぶ）２１５と、中間周波増幅器（ＩＦ－ＡＭＰ：Intermediate Frequency-Amplifier）
２１６とを備えている。さらに、チューナユニット１３０は、局部発振回路（ＯＳＣ）２
１９を備えている。
【００３１】
　入力フィルタ２１１は、アンテナ１１０からの受信信号ＲＦＳの低周波成分を遮断する
ハイパスフィルタである。高周波増幅器２１２は、アンテナ入力フィルタ２１１を通過し
た信号を増幅する。
【００３２】
　ＲＦフィルタ２１３は、高周波増幅器２１２から出力された信号のうち、特定の周波数
範囲の信号を選択的に通過させる。ミキサ２１４は、ＲＦフィルタ２１３を通過した信号
と、局部発振回路２１９から供給された局部発振信号とを混合する。ＩＦフィルタ２１５
は、ミキサ２１４から出力された信号のうち、予め定められた中間周波数範囲（周波数幅
：４０ｋＨｚ前後）の信号を選択して通過させる。
【００３３】
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　中間周波増幅器２１６は、ＩＦフィルタ２１５を通過した信号を増幅する。この中間周
波増幅器２１６による増幅結果が、選局信号ＩＦＳとしてＡＤＣ１３５へ送られる。
【００３４】
　局部発振回路２１９は、電圧制御等により発振周波数の制御が可能な発振器等を備えて
構成される。この局部発振回路２１９は、制御ユニット１２０Ａから供給された選局指令
ＣＳＬに従って、チューナユニット１３０において選局すべきチャンネルに対応する周波
数の局部発振信号を生成し、ミキサ２１４へ供給する。
【００３５】
　図１に戻り、ＡＤＣ１３５は、アナログ信号である選局信号ＩＦＳを受ける。そして、
ＡＤＣ１３５は、選局信号ＩＦＳをデジタル信号に変換する。この変換結果が、デジタル
選局信号ＩＦＤとして、再生処理ユニット１４０Ａへ送られる。
【００３６】
　再生処理ユニット１４０Ａは、制御ユニット１２０Ａによる制御のもとで、ＡＤＣ１３
５からのデジタル選局信号ＩＦＤを処理して、放送処理信号ＢＰＤを生成する。この再生
処理ユニット１４０Ａは、図４に示されるように、アナログ放送処理部２２０Ａと、デジ
タル放送処理部２３０と、合成部２４０とを備えている。
【００３７】
　アナログ放送処理部２２０Ａは、ＡＤＣ１３５からのデジタル選局信号ＩＦＤを処理し
て、アナログ放送処理信号ＡＢＤを生成する。このアナログ放送処理部２２０Ａは、図５
に示されるように、第１フィルタ手段としてのバンドパスフィルタ部（ＢＰＦ）２２１Ｗ
Ａと、第２フィルタ手段としてのバンドパスフィルタ部（ＢＰＦ）２２１ＮＡと、スイッ
チ部２２２Ａとを備えている。また、アナログ放送処理部２２０Ａは、第１及び第２検出
手段としての検波部（ＤＥＴ）２２３Ａと、ノイズキャンセル部（ＮＣ）２２４Ａと、自
動受信制御部（ＡＲＣ）２２５Ａとを備えている。
【００３８】
　ＢＰＦ２２１ＷＡは、ＡＤＣ１３５からのデジタル選局信号ＩＦＤを受ける。そして、
ＢＰＦ２２１ＷＡは、選局指令ＣＳＬに対応するチャンネルを使用したアナログ放送が行
われている場合において、当該アナログ放送の再生に必要な所定の周波数範囲の信号成分
を選択的に通過させる。ここで、ＢＰＦ２２１ＷＡが通過させる信号の周波数範囲は、デ
ジタル選局信号ＩＦＤにおける選局指令ＣＳＬに対応するチャンネルの中心周波数をＦj

とした場合に、周波数（Ｆj－５ｋＨｚ）～（Ｆj＋５ｋＨｚ）の範囲内であって、周波数
Ｆjを中心とし、上述した周波数幅ΔＦよりも十分に広い第１所定周波数範囲である。Ｂ
ＰＦ２２１ＷＡを通過した信号は、信号ＷＢＤとして、スイッチ部２２２Ａへ送られる。
【００３９】
　なお、第１所定周波数範囲は、実験、シミュレーション、経験等に基づいて、予め定め
られる。
【００４０】
　ＢＰＦ２２１ＮＡは、ＡＤＣ１３５からのデジタル選局信号ＩＦＤを受ける。そして、
ＢＰＦ２２１ＮＡは、周波数Ｆjを中心とし、周波数幅が上述した第１所定周波数幅より
も十分に狭い第２所定周波数範囲の信号成分を通過させる。ＢＰＦ２２１ＮＡを通過した
信号は、信号ＮＢＤとして、スイッチ部２２２Ａへ送られる。
【００４１】
　なお、第２所定周波数範囲は、実験、シミュレーション、経験等に基づいて、予め定め
られる。
【００４２】
　スイッチ部２２２Ａは、Ａ端子でＢＰＦ２２１ＷＡからの信号ＷＢＤを受ける。また、
スイッチ部２２２Ａは、Ｂ端子でＢＰＦ２２１ＮＡからの信号ＮＢＤを受ける。そして、
スイッチ部２２２Ａは、制御ユニット１２０Ａからのバンド幅選択指令ＢＷＣに従って、
信号ＷＢＤ及び信号ＮＢＤのいずれかを選択し、Ｃ端子から信号ＳＢＤとして出力する。
【００４３】
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　検波部２２３Ａは、スイッチ部２２２Ａからの信号ＳＢＤを受ける。そして、検波部２
２３Ａは、信号ＳＢＤに対して所定の方式で検波処理を施す。この検波結果は、検波信号
ＤＴＤとして、ノイズキャンセル部２２４Ａへ向けて出力される。
【００４４】
　なお、検波部２２３Ａは、信号ＳＢＤのパワーレベルを検出するいわゆるＳメータ機能
を有している。このＳメータ機能を利用して検出された信号パワーレベルは、レベル検出
結果ＤＬＤとして制御ユニット１２０Ａに報告される。
【００４５】
　ノイズキャンセル部２２４Ａは、検波部２２３Ａからの検波信号ＤＴＤを受ける。そし
て、ノイズキャンセル部２２４Ａは、検波信号ＤＴＤに重畳している高周波ノイズ等を除
去し、ノイズキャンセル信号ＮＣＤを生成する。このノイズキャンセル信号ＮＣＤは、自
動受信制御部２２５Ａへ送られる。
【００４６】
　自動受信制御部２２５Ａは、ノイズキャンセル部２２４Ａからのノイズキャンセル信号
ＮＣＤを受ける。そして、自動受信制御部２２５Ａは、ノイズキャンセル信号ＮＣＤに基
づいて、電波状況の変動を推定し、その推定結果に応じてオートハイカット処理やシフト
ミュート処理を行う。自動受信制御部２２５Ａによる処理結果が、アナログ放送処理信号
ＡＢＤとして合成部２４０へ送られる。
【００４７】
　図４に戻り、デジタル放送処理部２３０は、ＡＤＣ１３５からのデジタル選局信号ＩＦ
Ｄを処理して、デジタル放送処理信号ＤＢＤを生成する。このデジタル放送処理部２３０
は、図６に示されるように、ＯＦＤＭ復調部２３１と、デコード部２３２とを備えている
。
【００４８】
　ＯＦＤＭ復調部２３１は、デジタル選局信号ＩＦＤに基づいて、ＯＦＤＭ復調処理を行
う。ＯＦＤＭ復調部２３１による復調結果は、復調信号ＤＭＤとしてデコード部２３２へ
送られる。
【００４９】
　デコード部２３２は、ＯＦＤＭ復調部２３１からの復調信号ＤＭＤを受ける。そして、
デコード部２３２は、復調信号ＤＭＤのデコードを行う。このデコード結果は、デジタル
放送処理信号ＤＢＤとして合成部２４０へ送られる。
【００５０】
　図４に戻り、合成部２４０は、アナログ放送処理部２２０Ａからのアナログ放送処理信
号ＡＢＤと、デジタル放送処理部２３０からのデジタル放送処理信号ＤＢＤとを受ける。
そして、合成部２４０は、アナログ放送処理信号ＡＢＤとデジタル放送処理信号ＤＢＤと
の合成を行う。この合成結果は、放送処理信号ＢＰＤとしてＤＡＣ１４５へ送られる。
【００５１】
　なお、図示を省略しているが、合成部２４０における信号合成は、制御ユニット１２０
Ａによる制御のもとで行われる。例えば、制御ユニット１２０Ａは、レベル検出結果ＤＬ
Ｄに基づいて合成比を決定し、決定された合成比を合成部２４０に対して指定する。
【００５２】
　図１に戻り、ＤＡＣ１４５は、デジタル信号である放送処理信号ＢＰＤを受ける。そし
て、ＤＡＣ１４５は、放送処理信号ＢＰＤをアナログ信号に変換する。この変換結果が、
信号ＢＰＳとして、音量調整ユニット１５０へ送られる。
【００５３】
　音量調整ユニット１５０は、いわゆる電子ボリュームの機能を有している。この音量調
整ユニット１５０は、ＤＡＣ１４５からの信号ＢＰＳを受ける。そして、音量調整ユニッ
ト１５０は、制御ユニット１２０Ａからの音量調整指定ＶＬＣに従って、信号ＢＰＳの増
幅又は減衰の処理を行う。この処理の結果は、音量調整信号ＶＣＳとしてパワー増幅器１
５５へ送られる。
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【００５４】
　パワー増幅器１５５は、音量調整ユニット１５０からの音量調整信号ＶＣＳを受ける。
そして、パワー増幅器１５５は、音量調整信号ＶＣＳのパワー増幅を行う。この増幅結果
は、音声出力信号ＡＯＳとしてスピーカ１６０へ送られる。
【００５５】
　スピーカ１６０は、パワー増幅器１５５からの音声出力信号ＡＯＳを受ける。そして、
スピーカ１６０は、音声出力信号ＡＯＳに対応する音声を再生出力する。
【００５６】
　操作入力ユニット１７０は、放送受信装置１００Ａの本体部に設けられたキー部、ある
いはキー部を備えるリモート入力装置等により構成される。ここで、本体部に設けられた
キー部としては、表示ユニット１８０に設けられたタッチパネルを用いることができる。
また、キー部を有する構成に代えて、音声入力する構成を採用することもできる。操作入
力ユニット１７０への操作入力結果は、操作入力データＩＰＤとして制御ユニット１２０
Ａへ送られる。
【００５７】
　表示ユニット１８０は、（ｉ）液晶表示パネル、有機ＥＬ（Electro Luminescence）パ
ネル、ＰＤＰ（Plasma Display Panel）等の表示デバイスと、（ii）制御ユニット１２０
Ａから受信した画像データＩＤＴに従って、当該表示デバイスに画像を表示させる表示制
御回路とを備えている。この表示ユニット１８０には、操作ガイダンスや放送受信装置１
００Ａの状態が表示される。
【００５８】
　図１に戻り、制御ユニット１２０Ａは、上述したように、放送受信装置１００Ａの全体
の動作を制御する。この制御ユニット１２０Ａは、図７に示されるように、処理管理部１
２１と、判定手段及びデジタル放送スキャン手段としてのデジタル放送判定部１２２と、
選局制御手段としての選局制御部１２３とを備えている。
【００５９】
　処理管理部１２１は、操作入力ユニット１７０に入力された動作指令に従って、放送受
信装置１００Ａの動作の制御を行う。すなわち、操作入力ユニット１７０から特定局を指
定した選局指令が入力されたことが報告されると、処理管理部１２１は、その特定局を選
択すべきことを指定した選局要求ＣＳＲを選局制御部１２３へ送る。また、操作入力ユニ
ット１７０から音量指定が入力されたことが報告されると、処理管理部１２１は、指定さ
れた音量に対応する音量調整指定ＶＬＣを音量調整ユニット１５０へ送る。さらに、処理
管理部１２１は、操作ガイダンスや放送受信装置１００Ａの状態表示用の画像データＩＤ
Ｔを表示ユニット１８０へ送る。
【００６０】
　また、操作入力ユニット１７０からデジタル放送を含むハイブリッド放送を行っている
チャンネルに関するスキャンを行うべきことが入力されたことが報告されると、処理管理
部１２１は、デジタル放送判定部１２２へデジタル放送のスキャン指令を送る。ここで、
操作入力ユニット１７０から、スキャン方向において現在聴取中のチャンネルに最も近い
ハイブリッド放送チャンネルを探索すべきことが入力されたことが報告されると、処理管
理部１２１は、デジタル放送判定部１２２へデジタル放送のシーク指令ＳＳＫを送る。ま
た、操作入力ユニット１７０から、予め定められた周波数範囲の全範囲について、ハイブ
リッド放送チャンネルの情報を収集すべきことが入力されたことが報告されると、処理管
理部１２１は、デジタル放送判定部１２２へデジタル放送に関する全範囲スキャン指令Ｓ
ＳＣを送る。
【００６１】
　なお、本第１実施形態においては、処理管理部１２１は、シーク指令ＳＳＫ及び全範囲
スキャン指令ＳＳＣのいずれの場合にも、スキャンに関する開始チャンネル及び終了チャ
ンネルを指定するようになっている。また、処理管理部１２１は、シーク指令ＳＳＫ又は
全範囲スキャン指令ＳＳＣの発行から、デジタル放送判定部１２２によるスキャン動作が
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終了するまでの間、音量を０とする（ミュート状態とする）ことを音量調整指定ＶＬＣに
より指定するようになっている。
【００６２】
　デジタル放送判定部１２２は、処理管理部１２１からのシーク指令ＳＳＫ又は全範囲ス
キャン指令ＳＳＣを受けると、デジタル放送のスキャンを開始する。かかるデジタル放送
のスキャンに際して、デジタル放送判定部１２２は、選択すべきチャンネルを指定した選
局要求ＣＳＱを、順次選局制御部１２３へ送る。そして、選局要求ＣＳＱによりチャンネ
ルが選択されるごとに、デジタル放送判定部１２２は、バンド幅選択指令ＢＷＣを用いて
、スイッチ部２２２Ａによる信号選択を切り換えさせる。
【００６３】
　デジタル放送判定部１２２は、かかる信号選択の切り換えを制御しつつ、信号ＷＢＤが
選択された場合におけるレベル検出結果ＤＬＤの値ＶW、及び、信号ＮＢＤが選択された
場合におけるレベル検出結果ＤＬＤの値ＶNを収集する。そして、値ＶW及び値ＶNの収集
結果に基づいて、ハイブリッド放送が行われているチャンネルであるか否かを判定する。
【００６４】
　デジタル放送判定部１２２は、デジタル放送のスキャン動作を終了すると、その旨をス
キャン終了報告ＳＴＰとして、処理管理部１２１に報告する。ここで、シーク指令ＳＳＫ
に対する終了報告の場合には、デジタル放送判定部１２２は、スキャン方向において現在
聴取中のチャンネルに最も近いハイブリッド放送チャンネルの情報を処理管理部１２１に
報告する。また、全範囲スキャン指令ＳＳＣに対する終了報告の場合には、デジタル放送
判定部１２２は、予め定められた周波数範囲の全範囲において見つかった全てのハイブリ
ッド放送チャンネルの情報を処理管理部１２１に報告する。
【００６５】
　選局制御部１２３は、処理管理部１２１からの選局要求ＣＳＲ及びデジタル放送判定部
１２２からの選局要求ＣＳＱを受ける。そして、選局制御部１２３は、選局要求ＣＳＲ又
は選局要求ＣＳＱを受けるたびに、受信した選局要求に対応する選局指令ＣＳＬをチュー
ナユニット１３０へ送る。
【００６６】
　［動作］
　以上のようにして構成された放送受信装置１００Ａの動作について、アナログ放送とデ
ジタル放送の双方を行っているハイブリッド放送におけるデジタル放送のデジタル放送判
定部１２２によるサーチ処理に主に着目して説明する。
【００６７】
　《シーク動作》
　まず、ハイブリッド放送におけるデジタル放送のシーク処理について、説明する。
【００６８】
　このシーク処理は、操作入力ユニット１７０からスキャン方向において現在聴取中のチ
ャンネルに最も近いハイブリッド放送チャンネルを探索すべきことが入力されたことが報
告された処理管理部１２１が、シーク指令ＳＳＫをデジタル放送判定部１２２に送ること
により開始する。なお、上述したように、当該シーク指令ＳＳＫでは、シークの開始チャ
ンネルと終了チャンネルが指定されるようになっている。
【００６９】
　図８に示されるように、シーク処理Ｓ１０では、まず、ステップＳ１１において、デジ
タル放送判定部１２２が、開始チャンネルを選択すべき旨の選局要求ＣＳＱを選局制御部
１２３へ送る。この選局要求ＣＳＱを受けた選局制御部１２３は、開始チャンネルに対応
する選局指令ＣＳＬをチューナユニット１３０へ送る。この結果、チューナユニット１３
０において開始チャンネルに対応する中間周波信号である選局信号ＩＦＳが抽出される。
そして、選局信号ＩＦＳがＡＤＣ１３５によりデジタル変換された後、変換結果であるデ
ジタル選局信号ＩＦＤが再生処理ユニット１４０Ａに供給される。
【００７０】
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　引き続き、ステップＳ１２において、デジタル放送判定部１２２が、選局されたチャン
ネルが、デジタル放送成分のみを含むと推定できるかという第１隣接チャンネル条件の判
定処理を行う。このステップＳ１２における第１隣接チャンネル条件の判定処理では、図
９に示されるように、まず、ステップＳ２１において、デジタル放送判定部１２２が、値
ＶW，ＶNを収集する。
【００７１】
　値ＶW，ＶNの収集に際して、デジタル放送判定部１２２は、まず、信号ＷＢＤを選択す
べきバンド幅制御指令ＢＷＣをスイッチ部２２２Ａへ送る。この結果、検波部２２３Ａの
Ｓメータ機能により、信号ＷＢＤの信号レベル値ＶWが検出され、レベル検出結果ＤＬＤ
としてデジタル放送判定部１２２に報告される。デジタル放送判定部１２２は、こうして
報告された値ＶWを取得する。
【００７２】
　引き続き、デジタル放送判定部１２２は、信号ＮＢＤを選択すべきバンド幅制御指令Ｂ
ＷＣをスイッチ部２２２Ａへ送る。この結果、検波部２２３ＡのＳメータ機能により、信
号ＮＢＤの信号レベル値ＶNが検出され、レベル検出結果ＤＬＤとしてデジタル放送判定
部１２２に報告される。デジタル放送判定部１２２は、こうして報告された値ＶNを取得
する。
【００７３】
　こうして、値ＶW，ＶNの収集が終了すると、処理はステップＳ２２へ進む。このステッ
プＳ２２では、デジタル放送判定部１２２が、値ＶWが所定値ＶW1よりも大きいか否かを
判定することにより、選択されているチャンネルの帯域に、アナログ放送信号成分又はデ
ジタル放送成分が存在すると推定できるか否かを判定する。この判定の結果が否定的であ
った場合（ステップＳ２２：Ｎ）には、第１隣接チャンネル条件を満たさないとして、処
理はステップＳ１３へ進む。なお、所定値ＶW1は、実験、シミュレーション、経験等によ
り予め定められる。
【００７４】
　ステップＳ２２における判定の結果が肯定的であった場合（ステップＳ２２：Ｙ）には
、処理はステップＳ２３へ進む。このステップＳ２３では、デジタル放送判定部１２２が
、値（ＶN／ＶW）が所定値Ｒ1よりも小さいか否かを判定することにより、選択されてい
るチャンネルの帯域に含まれている信号成分がデジタル放送成分のみであると推定できる
か否かを判定する。なお、所定値Ｒ1は、実験、シミュレーション、経験等により予め定
められる。
【００７５】
　ステップＳ２３における判定の結果が否定的であった場合（ステップＳ２３：Ｎ）には
、第１隣接チャンネル条件を満たさないとして、処理はステップＳ１３へ進む。一方、ス
テップＳ２３における判定の結果が肯定的であった場合（ステップＳ２３：Ｙ）には、第
１隣接チャンネル条件を満たすとして、処理はステップＳ１４へ進む。
【００７６】
　図８に戻り、ステップＳ１２において、第１隣接チャンネル条件を満たさないと判定さ
れて（ステップＳ１２：Ｎ）、ステップＳ１３へ進むと、次のチャンネルの選局処理が行
われる。このステップＳ１３における次のチャンネルの選局処理では、図１０に示される
ように、まず、デジタル放送判定部１２２が、現在選択しているチャンネルがシーク指令
ＳＳＫにおいて指定された終了チャンネルと異なるチャンネルであるか否かを判定する。
この判定の結果が否定的であった場合（ステップＳ３１：Ｎ）には、デジタル放送判定部
１２２が、ハイブリッド放送をしているチャンネルが見つからなかった旨のスキャン終了
報告ＳＴＰとして、処理管理部１２１に報告し、ステップＳ１０の処理を終了する。
【００７７】
　ステップＳ３１の判定の結果が肯定的であった場合（ステップＳ３１：Ｙ）には、処理
はステップＳ３２へ進む。このステップＳ３２では、デジタル放送判定部１２２が、現在
選択されているチャンネルの次のチャンネルを選択すべき旨の選局要求ＣＳＱを選局制御
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部１２３へ送る。この結果、選局制御部１２３により、当該次のチャンネルに対応する選
局指令ＣＳＬがチューナユニット１３０へ送られ、当該次のチャンネルに対応するデジタ
ル選局信号ＩＦＤが再生処理ユニット１４０Ａに供給される。この後、処理はステップＳ
１２へ戻る。
【００７８】
　図８に戻り、ステップＳ１２において、第１隣接チャンネル条件を満たされていると判
定されて（ステップＳ１２：Ｙ）、ステップＳ１４へ進むと、次のチャンネルの選局処理
が行われる。このステップＳ１４における次のチャンネルの選局処理としては、図１０に
示されるように、次のチャンネルの選局の後、ステップＳ１５へ進むことを除いて、上述
したステップＳ１３の場合と同様の処理が行われる。
【００７９】
　図８に戻り、ステップＳ１４において次のチャンネルの選局が行われ、処理がステップ
Ｓ１５へ進むと、デジタル放送判定部１２２は、選局されたチャンネルがアナログ放送成
分及びデジタル放送成分を含むと推定できるかという中心チャンネル条件の判定処理を行
う。このステップＳ１５における中心チャンネル条件の判定処理では、図１１に示される
ように、まず、ステップＳ４１において、上述したステップＳ２１の場合と同様にして、
デジタル放送判定部１２２が、値ＶW，ＶNを収集する。
【００８０】
　引き続き、ステップＳ４２において、デジタル放送判定部１２２が、値ＶWが所定値ＶW

2よりも大きいか否かを判定することにより、選択されているチャンネルの帯域に、アナ
ログ放送成分又はデジタル放送成分が存在すると推定できるか否かを判定する。この判定
の結果が否定的であった場合（ステップＳ４２：Ｎ１）には、中心隣接チャンネル条件を
満たさないとともに、上述した第１隣接チャンネル条件も満たすことがないとして、処理
はステップＳ１３へ進む。なお、所定値ＶW2は、実験、シミュレーション、経験等により
予め定められる。
【００８１】
　ステップＳ４２における判定の結果が肯定的であった場合（ステップＳ４２：Ｙ）には
、処理はステップＳ４３へ進む。このステップＳ４３では、デジタル放送判定部１２２が
、値（ＶN／ＶW）が所定値Ｒ2以上か否かを判定することにより、選択されているチャン
ネルの帯域にアナログ放送成分及びデジタル放送成分が含まれていると推定できるといえ
るか否かを判定する。なお、所定値Ｒ2は、実験、シミュレーション、経験等により予め
定められる。
【００８２】
　ステップＳ４３における判定の結果が否定的であった場合（ステップＳ４３：Ｎ２）に
は、中心チャンネル条件は満たしていないが、第１隣接チャンネル条件を満たしていると
して、処理はステップＳ１４へ戻る。一方、ステップＳ４３における判定の結果が肯定的
であった場合（ステップＳ４３：Ｙ）には、中心チャンネル条件を満たすとして、処理は
ステップＳ１６へ進む。
【００８３】
　図８に戻り、ステップＳ１５において、中心チャンネル条件を満たされていると判定さ
れて（ステップＳ１５：Ｙ）、ステップＳ１６へ進むと、次のチャンネルの選局処理が行
われる。このステップＳ１６における次のチャンネルの選局処理としては、図１０に示さ
れるように、次のチャンネルの選局の後、ステップＳ１７へ進むことを除いて、上述した
ステップＳ１３の場合と同様の処理が行われる。
【００８４】
　図８に戻り、ステップＳ１６において次のチャンネルの選局が行われ、処理がステップ
Ｓ１７へ進むと、デジタル放送判定部１２２は、選局されたチャンネルがデジタル放送成
分のみを含むと推定できるという第２隣接チャンネル条件の判定処理を行う。このステッ
プＳ１７における第２隣接チャンネル条件の判定処理では、図１２に示されるように、ま
ず、ステップＳ５１において、上述したステップＳ２１の場合と同様にして、デジタル放
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送判定部１２２が、値ＶW，ＶNを収集する。
【００８５】
　引き続き、ステップＳ５２において、デジタル放送判定部１２２が、値ＶWが所定値ＶW

1よりも大きいか否かを判定することにより、選択されているチャンネルの帯域に、アナ
ログ放送信号成分又はデジタル放送成分が存在すると推定できるか否かを判定する。この
判定の結果が否定的であった場合（ステップＳ５２：Ｎ）には、第２隣接チャンネル条件
を満たさないとして、処理はステップＳ１３へ進む。
【００８６】
　ステップＳ５２における判定の結果が肯定的であった場合（ステップＳ５２：Ｙ）には
、処理はステップＳ５３へ進む。このステップＳ５３では、デジタル放送判定部１２２が
、値（ＶN／ＶW）が所定値Ｒ1よりも小さいか否かを判定することにより、選択されてい
るチャンネルの帯域に含まれている信号成分がデジタル放送成分と推定できるといえるか
否かを判定する。
【００８７】
　ステップＳ５３における判定の結果が否定的であった場合（ステップＳ５３：Ｎ）には
、第２隣接チャンネル条件を満たさないとして、処理はステップＳ１３へ進む。一方、ス
テップＳ５３における判定の結果が肯定的であった場合（ステップＳ５３：Ｙ）には、第
２隣接チャンネル条件を満たすとして、処理はステップＳ１８へ進む。
【００８８】
　図８に戻り、ステップＳ１８では、デジタル放送判定部１２２が、上述したステップＳ
１５において中心チャンネル条件を満たすと判定されたチャンネルの情報、すなわちハイ
ブリッド放送が行われているチャンネルに対応する中心チャンネルの周波数情報を、スキ
ャン終了報告ＳＴＰとして、処理管理部１２１に報告する。この後、シーク処理であるス
テップＳ１０の処理を終了する。
【００８９】
　シーク処理によりサーチされた中心チャンネルの情報を受けた処理管理部１２１は、当
該中心チャンネルを選択すべき旨の選局要求ＣＳＲを選局制御部１２３へ送る。この選局
要求ＣＳＲを受けた選局制御部１２３は、当該中心チャンネルに対応する選局指令ＣＳＬ
をチューナユニット１３０へ送る。この結果、チューナユニット１３０において開始チャ
ンネルに対応する中間周波信号である選局信号ＩＦＳが抽出される。そして、選局信号Ｉ
ＦＳがＡＤＣ１３５によりデジタル変換された後、変換結果であるデジタル選局信号ＩＦ
Ｄが再生処理ユニット１４０Ａに供給される。そして、再生処理ユニット１４０Ａ、ＤＡ
Ｃ１４５、音量調整ユニット１５０、パワー増幅器１５５による信号処理が順次行われ、
シークされたハイブリッド放送の音声が、スピーカ１６０から再生出力される。
【００９０】
　《全範囲スキャン動作》
　次に、ハイブリッド放送におけるデジタル放送の全範囲スキャン処理について、説明す
る。
【００９１】
　この全範囲スキャン処理は、操作入力ユニット１７０から、予め定められた周波数範囲
の全範囲について、ハイブリッド放送チャンネルの情報を収集すべきことが入力されたこ
とが報告された処理管理部１２１が、全範囲スキャン指令ＳＳＣをデジタル放送判定部１
２２に送ることにより開始する。なお、上述したように、当該全範囲スキャン指令ＳＳＣ
では、スキャンの開始チャンネルと終了チャンネルが指定されるようになっている。
【００９２】
　図１３に示されるように、全範囲スキャン処理Ｓ６０では、上述したシーク処理の場合
と同様に、ステップＳ１１～Ｓ１７の処理が実行される。なお、ステップＳ１３，Ｓ１４
，Ｓ１６において、全範囲スキャン処理Ｓ６０を終了すべきとの判定がなされた場合には
、全範囲スキャンにより見つかった全てのハイブリッド放送に関する情報を、スキャン終
了報告ＳＴＰとして、処理管理部１２１に報告する点が、シーク処理Ｓ１０の場合と異な
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っている。
【００９３】
　また、この全範囲スキャン処理Ｓ６０では、ステップＳ１７において、第２隣接チャン
ネル条件が満たされると判定された場合には、シーク処理Ｓ１０の場合のステップＳ１８
に代えて、ステップＳ６１において、サーチされたハイブリッド放送の中心チャンネルの
情報が、デジタル放送判定部１２２内に記憶されるようになっている。そして、ステップ
Ｓ６１の処理の後、ステップＳ１３へ戻るようになっている。
【００９４】
　全範囲スキャン処理によりサーチされたハイブリッド放送に利用されているチャンネル
の情報を受けた処理管理部１２１は、これらの情報を操作ガイダンスの表示等に活用する
。この結果、利用者の利便性が向上される。
【００９５】
　以上説明したように、本第１実施形態では、ＩＢＯＣ方式によるハイブリッド放送のサ
ーチを、アナログ放送の再生に適した帯域幅の信号である信号ＷＢＤという広帯域で抽出
した信号の信号レベル値ＶW、及び、ＩＢＯＣ方式の場合にはデジタル放送成分もアナロ
グ放送成分も存在しない可能性のあるΔＦ程度の帯域幅の信号である信号ＮＢＤという狭
帯域で抽出した信号の信号レベル値ＶNを、選択するチャンネルを順次変えながら収集す
る。そして、信号レベル値ＶW，ＶNのみに基づいて、連続する３つのチャンネルについて
、第１隣接チャンネル条件、中心チャンネル条件及び第２隣接チャンネル条件を順次満た
しているか否かを判断することにより、ハイブリッド放送が行われているチャンネルをサ
ーチする。
【００９６】
　したがって、受信内容を解析してデジタル放送が含まれていることを確認しなくとも済
むので、ＩＢＯＣ方式のラジオ放送の受信に際して、迅速にデジタル放送が含まれている
か否かを判断することができる。
【００９７】
　［第２実施形態］
　次に、本発明の第２実施形態を、図１４～図１６を主に参照しつつ説明する。
【００９８】
　＜構成＞
　図１４には、第２実施形態に係る放送受信装置１００Ｂの概略的な構成がブロック図に
て示されている。なお、放送受信装置１００Ｂも、第１実施形態の放送受信装置１００Ａ
と同様に、ＩＢＯＣ方式の振幅変調ラジオ放送を受信して再生することが可能な放送受信
装置である。
【００９９】
　図１４に示されるように、放送受信装置１００Ｂは、上述した放送受信装置１００Ａと
比べて、制御ユニット１２０Ａに代えて制御ユニット１２０Ｂを備える点、及び、再生処
理ユニット１４０Ａに代えて再生処理ユニット１４０Ｂを備える点のみが異なっている。
以下、これらの相違点に主に着目して説明する。
【０１００】
　制御ユニット１２０Ｂは、制御ユニット１２０Ａと比べて、後述するように、アナログ
信号として報告されるレベル検出信号ＤＬＳを入力するアナログ入力ポートを有している
点のみが異なっている。このアナログ入力ポートでは、レベル検出信号ＤＬＳをデジタル
変換して、制御ユニット１２０Ｂの内部へ供給するようになっている。
【０１０１】
　再生処理ユニット１４０Ｂは、チューナユニット１３０からの選局信号ＩＦＳ及びＡＤ
Ｃ１３５からのデジタル選局信号ＩＦＤを受ける。そして、再生処理ユニット１４０Ｂは
、再生処理ユニット１４０Ａの場合と同様の放送処理信号ＢＰＤを生成する。この再生処
理ユニット１４０Ｂは、図１５に示されるように、再生処理ユニット１４０Ａと比べて、
アナログ放送処理部２２０Ａに代えてアナログ放送処理部２２０Ｂを備える点、及び、Ａ
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ＤＣ２２９を更に備える点が異なっている。
【０１０２】
　アナログ放送処理部２２０Ｂは、アナログ信号であるチューナユニット１３０からの選
局信号ＩＦＳの処理を行い、アナログ信号であるアナログ放送処理信号ＡＢＳを生成する
。アナログ放送処理部２２０Ｂは、図１６に示されるように、アナログ放送処理部２２０
Ａと比べて、デジタル信号処理要素である要素２２１Ａ～２２５Ａに代えて、アナログ信
号処理要素である要素２２１Ｂ～２２５Ｂを備えている。要素２２１Ｂ～２２５Ｂは、要
素２２１Ａ～２２５Ａと同等の処理をアナログ処理により実行する。ここで、検波部２２
３ＢにおけるＳメータ機能により検出された信号レベルが、レベル検出信号ＤＬＳとして
制御ユニット１２０Ｂに報告されるようになっている。
【０１０３】
　図１５に戻り、アナログ放送処理部２２０Ｂにより生成されたアナログ放送処理信号Ａ
ＢＳは、ＡＤＣ２２９へ送られる。このアナログ放送処理信号ＡＢＳを受けたＡＤＣ２２
９は、アナログ放送処理信号ＡＢＳをデジタル変換し、デジタル信号であるアナログ放送
処理信号ＡＢＤを生成する。こうして生成されたアナログ放送処理信号ＡＢＤは、合成部
２４０へ送られる。
【０１０４】
　＜動作＞
　以上のように構成された放送受信装置１００Ｂは、再生処理ユニット１４０Ｂにおける
アナログ放送処理が、アナログ放送処理部２２０Ｂによりアナログ信号処理として行われ
、その結果がデジタル変換されることを除いて、第１実施形態における放送受信装置１０
０Ａと同様に動作する。そして、ハイブリッド放送におけるデジタル放送のサーチに際し
ても、放送受信装置１００Ａの場合と同様に、上述した図８～図１３の処理が、制御ユニ
ット１２０Ｂにおけるデジタル放送判定部１２２により実行される。
【０１０５】
　以上説明したように、本第２実施形態では、上述した第１実施形態の場合と同様に、Ｉ
ＢＯＣ方式によるハイブリッド放送のサーチを、アナログ放送の再生に適した帯域幅の信
号である信号ＷＢＳという広帯域で抽出した信号の信号レベル値ＶW、及び、ＩＢＯＣ方
式の場合にはデジタル放送成分もアナログ放送成分も存在しない可能性のあるΔＦ程度の
帯域幅の信号である信号ＮＢＳという狭帯域で抽出した信号の信号レベル値ＶNを、選択
するチャンネルを順次変えながら収集する。そして、信号レベル値ＶW，ＶNのみ基づいて
、連続する３つのチャンネルについて、第１隣接チャンネル条件、中心チャンネル条件及
び第２隣接チャンネル条件を順次満たしているか否かを判断することにより、ハイブリッ
ド放送が行われているチャンネルをサーチする。
【０１０６】
　したがって、本第２実施形態によれば、第１実施形態の場合と同様に、受信内容を解析
してデジタル放送が含まれていることを確認しなくとも済むので、ＩＢＯＣ方式のラジオ
放送の受信に際して、迅速にデジタル放送が含まれているか否かを判断することができる
。
【０１０７】
　［実施形態の変形］
　本発明は、上記の実施形態に限定されるものではなく、様々な変形が可能である。
【０１０８】
　例えば、上記の第１及び第２実施形態では、信号ＷＢＤ（ＷＢＳ）及び信号ＮＢＤ（Ｎ
ＢＳ）の信号レベルを、検波部２２３Ａ（２２３Ｂ）のＳメータ機能を利用して検出する
ようにした。これに対し、信号ＷＢＤ（ＷＢＳ）及び信号ＮＢＤ（ＮＢＳ）の信号レベル
を検出する信号レベル検出部を検波部２２３Ａ（２２３Ｂ）とは別に設けることもできる
。
【０１０９】
　この場合、信号ＷＢＤ（ＷＢＳ）及び信号ＮＢＤ（ＮＢＳ）の信号レベルの検出に共用
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される１つの信号レベル検出部を設け、第１及び第２実施形態の場合と同様に、スイッチ
により検出対象の信号を切り換えるようにすることができる。また、信号ＷＢＤ（ＷＢＳ
）及び信号ＮＢＤ（ＮＢＳ）ごとに専用の信号レベル検出部を設け、双方の信号レベルの
検出を並行して行うようにすることもできる。
【０１１０】
　また、上記の第１及び第２実施形態では、所定値ＶW1と所定値ＶW2とが異なる値である
ことを想定して説明したが、所定値ＶW1と所定値ＶW2とを同一値とすることもできる。
【０１１１】
　また、上記の第１及び第２実施形態では、所定値Ｒ1と所定値Ｒ2とが異なる値であるこ
とを想定して説明したが、所定値Ｒ1と所定値Ｒ2とを同一値とすることもできる。
【０１１２】
　また、上記の第１及び第２実施形態では、ハイブリッド放送のサーチのためのスキャン
方向は予め定まっていることを想定したが、特にシーク処理に際しては、利用者が当該ス
キャン方向を操作入力により指定できるようにすることもできる。
【０１１３】
　また、上記の第１及び第２実施形態では、連続する３つのチャンネルが、第１隣接チャ
ンネル条件、中心チャンネル条件及び第２隣接チャンネル条件を順次満たしていることを
ハイブリッド放送のサーチの条件とした。これに対し、電波環境等の受信環境によっては
、連続する２つのチャンネルが、第１隣接チャンネル条件及び中心チャンネル条件、又は
、中心チャンネル条件及び第２隣接チャンネル条件を順次満たしていることをハイブリッ
ド放送のサーチの条件とすることもできる。
【０１１４】
　なお、上記の第１及び第２実施形態における制御ユニット及び再生処理ユニットの一部
又は全部を中央処理装置（ＣＰＵ：Central Processing Unit）、ＤＳＰ（Digital Signa
l Processor）、読出専用メモリ（ＲＯＭ：Read Only Memory）、ランダムアクセスメモ
リ（ＲＡＭ：Random Access Memory）等を備えた演算手段としてのコンピュータとして構
成し、予め用意されたプログラムを当該コンピュータで実行することにより、上記の第１
及び第２実施形態におけるデジタル処理を実行するようにしてもよい。このプログラムは
ハードディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ等のコンピュータで読み取り可能な記録媒体に記
録され、当該コンピュータによって記録媒体から読み出されて実行される。また、このプ
ログラムは、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ等の可搬型記録媒体に記録された形態で取得されるよ
うにしてもよいし、インターネットなどのネットワークを介した配送の形態で取得される
ようにしてもよい。
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【図１】 【図２Ａ】

【図２Ｂ】

【図３】 【図４】



(19) JP WO2009/040940 A1 2009.4.2

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】
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【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【手続補正書】
【提出日】平成22年3月2日(2010.3.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　入力フィルタ２１１は、アンテナ１１０からの受信信号ＲＦＳの低周波成分を遮断する
ハイパスフィルタである。高周波増幅器２１２は、入力フィルタ２１１を通過した信号を
増幅する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　自動受信制御部２２５Ａは、ノイズキャンセル部２２４Ａからのノイズキャンセル信号
ＮＣＤを受ける。そして、自動受信制御部２２５Ａは、ノイズキャンセル信号ＮＣＤに基
づいて、電波状況の変動を推定し、その推定結果に応じてオートハイカット処理やソフト
ミュート処理を行う。自動受信制御部２２５Ａによる処理結果が、アナログ放送処理信号
ＡＢＤとして合成部２４０へ送られる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７３】
　こうして、値ＶW，ＶNの収集が終了すると、処理はステップＳ２２へ進む。このステッ
プＳ２２では、デジタル放送判定部１２２が、値ＶWが所定値ＶW1よりも大きいか否かを
判定することにより、選択されているチャンネルの帯域に、アナログ放送成分又はデジタ
ル放送成分が存在すると推定できるか否かを判定する。この判定の結果が否定的であった
場合（ステップＳ２２：Ｎ）には、第１隣接チャンネル条件を満たさないとして、処理は
ステップＳ１３へ進む。なお、所定値ＶW1は、実験、シミュレーション、経験等により予
め定められる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８０】
　引き続き、ステップＳ４２において、デジタル放送判定部１２２が、値ＶWが所定値ＶW

2よりも大きいか否かを判定することにより、選択されているチャンネルの帯域に、アナ
ログ放送成分又はデジタル放送成分が存在すると推定できるか否かを判定する。この判定
の結果が否定的であった場合（ステップＳ４２：Ｎ１）には、中心チャンネル条件を満た
さないとともに、上述した第１隣接チャンネル条件も満たすことがないとして、処理はス
テップＳ１３へ進む。なお、所定値ＶW2は、実験、シミュレーション、経験等により予め
定められる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８９】
　シーク処理によりサーチされた中心チャンネルの情報を受けた処理管理部１２１は、当
該中心チャンネルを選択すべき旨の選局要求ＣＳＲを選局制御部１２３へ送る。この選局
要求ＣＳＲを受けた選局制御部１２３は、当該中心チャンネルに対応する選局指令ＣＳＬ
をチューナユニット１３０へ送る。この結果、チューナユニット１３０において中心チャ
ンネルに対応する中間周波信号である選局信号ＩＦＳが抽出される。そして、選局信号Ｉ
ＦＳがＡＤＣ１３５によりデジタル変換された後、変換結果であるデジタル選局信号ＩＦ
Ｄが再生処理ユニット１４０Ａに供給される。そして、再生処理ユニット１４０Ａ、ＤＡ
Ｃ１４５、音量調整ユニット１５０、パワー増幅器１５５による信号処理が順次行われ、
シークされたハイブリッド放送の音声が、スピーカ１６０から再生出力される。
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【国際調査報告】
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（注）この公表は、国際事務局（ＷＩＰＯ）により国際公開された公報を基に作成したものである。なおこの公表に
係る日本語特許出願（日本語実用新案登録出願）の国際公開の効果は、特許法第１８４条の１０第１項(実用新案法 
第４８条の１３第２項）により生ずるものであり、本掲載とは関係ありません。
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